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ISSCユｰス不整合で境さ
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ISSCのCircular

福田理(燃料部)
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1まえがき

このほどIUGS(Intemationa1UnionofGeo1ogica1

Sciences)層位学委員会の地層分類国際小委員会(Intema･

tiona1SubcomnユissiononStratigrapgicC1assification,

ISSC)のCircu1arNo.61が送られてきた.それはI

～MからなりそのVとして不整合で境された単元の命

名に関する資料が含まれている.その内容にはわれわ

れ日本の層位学の徒にも参考になる点が多いので本誌

を借りて概要を紹介しておこう.

2その見出し

Circu1arNo.61のYの見出しは次のように在ってい

る.

A.緒言

B.この単元の性質

C.この単元q定義

D｡この単元を設立･記載するための手順

E.この単元の範囲のきめ方

F｡この単元と他の諸単元との関係

G一この単元の命名

H.この単元の分類階級組織

J.摘要と結論

K.未解決の問題

3内容の概要

3.1兼者言力､ら

西欧で認定された初期の層位学的単元には不整合を

境界として選定されたものが多い.しかしこれは西

欧の古い時代に限られた話ではなく全世界で今日でも

使われている.この単元カミ相当狂支持を得たのは地

殻変動か汎世界的に同時に行われたと考えられた頃であ

った.この頃もまたこの考えが不適当であることが

わかってからもこの不整合で境された単元を他の諾

単元と区別される公式のものとする努力はなされなかっ

た.しかしこれはこの単元の必要性カミ多年認められ

衣かったためで衣かった.

たとえばWHEELER(1959a,p.1977)は地層命名ア

メリカ委員会に対してこの次の命名規則にこの種の単

元に関する特別の条項を組込むべきことを勧告したカミ

No,61から

れた単元

���

同委員会はそれに何の反応も示さなかった.かつて

WHEELER(1958,p.1051)はまだこの種の単元を“sequ-

enCe"と呼ぶべきことも挺案した.

1973年韓国のKIH0NGC王IANGは2つの大きな

地域的不整合の間にある地層に関する層位学的用語に問

題を投げかけた･この年までISSCも不整合で境され

た単元を問題としたことはたかった.このCHANG教

授に対する回答の中で亘EDBERGはこの単元の性質

有用性およびあり得べき命名について論じた(ISSC

Ci･cu1a･No･45.1973)･同時にこれを公式の単元と認

定すべきかどうかに関する意見カミ小委員会の構成員に

求められた.

ISSCCircu1arNo.46(1974)によれば構成員のう

ち13が賛成18カミ反対そして7が無意見であった.

当時HEDBERGは個人的にはこの単元に用語カミ必要で

あると考えていた｡よく知られた国際層位学綱要(The

Intemationa1StratigraphicGuide,1976;以下ISGとする)

では不整合で境された単元一5〃肋舳3一は年

代層位学において大きな意味をもつ層位学的単元であり

将来ISSCで論議さるべき問題の1つとされた.

CHANG(1975)は不整合で境された単元について公式

の命名を提案した.その他州の観点からこの問題を論

じた学者も多い｡最近ロンドン地質学会でもこの単

元カミ認められ論議された(H0LLAND･t･1.,1978).

3.2単元の性質から

不整合で境された単元は上下を不整合で境された岩

石の集団である.2つの不整合のうちどちらかカミ消失

するとこの単元はもはや存在しない.

3･3単元の定義から

不整合で挾まれた単元は上下を不整合で境された一

団の岩石であ私単元を構成する岩石の岩質その申

に含まれる化石の内容や単元の代表する年代などは

この単元を定義し他と区別する規準にはならない.

3.4単元の設並凸記載の季順から

亙SG(ISSC,1976,p.1δ一!7)には層位学的単元の設

立･記載の一般的手順が記述されている.不整合で境�
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された単元の設立･記載もこの手順を踏まなければ放ら

恋いがこの単元については境となる層位学的不連続

の性質地位および特徴の記載に重点がおかれる

のは自然である.CHANG(1975,p.!549-1551)はISSC

ReportNo.7(1972,p.22-23)に基づいて同様のことを

提案している･CHANGの勧告とISCのそれとをまと

めると次のようになる.

名称名称の由来模式地

単元の種類と地位不整合で境された単元の用語と分類

階級組織に占める地位

3･歴史的背景単元の歴史(著者原文献これまでの

扱い);同意語;先取権,……その他

4･一般的定義この単元の一般的概念単元設定の理由

単元同定の基本となる境界の不連続(不整合非整合

その他)の記載と分析

5･ストラトタイプとその他の照合の基準となるもの.この

単元とその境界の双方のストラトタイプの地質学的およ

び地理的同定に必要なもの(言葉による記載地図類

断面図類写真類その他)

6･ストラトタイプおよび他の照合の規準となるところにお

ける単元の記載｡厚さ岩質構造上の姿勢地形

その他･この単元と上･下の単元との間を境する不連

続との関係を強調すること

7.地域的状況地理的ひろがり厚さ岩質その他の特徴

や地形的様相の地域的変化;地域的層位学的関係;他

種の層位学的単元との関係;模式地から離れたところ

における境界となる不連続の性質･特徴の変化

8･起原この単元およびとくに境界となる不連続の由来;

造構運動および海水準変化との関係;当該地区の地史

における不連続を作った地質学的過程の意味

9･地質年代および他の単元との対比

10｡文献との照合

3･5この単元の範囲のきめ方から

CHANG(1975,p.!550)は不整合で境された単元の範

囲は境界となる不整合が上･下両方とも存在するとこ

ろであると述べている.

3.6この単元と他の諸単元との関係から

不整合で境された単元は多数の他種の層位学的単元

だとえば岩石層位学的生層位学的磁気層位学的等々

の単元を含みかつ長い年代にまたがる地層からなるこ

とがある.境となる層位学的不連続の性質によって

この単元の境界はこの単元中に含まれる他の層位学的

単元と平行していることもまた斜交していることもあ

る.

この単元の境界は定義により常に同時代を代表する

年代層位学的単元の境界には対応したい.しかし多

くの学者(SL0ss,!963,p.109;MIT㎝UM,YAIL,and

THOPsON,1977,ほか多数)によって指摘されているよう

にこの単元カミある程度年代層位学的の意味合いをもっ

ていることもある.

3･7この単元の命名から

1)概論

不整合で境された単元の命名に際しても問題の単元

カミよく発達している付近の地名と単元の種類と階級と

を示す用語との組合せによることが望ましい･前者

すなわち地名の撰択についてはISG(p.40-42)を参照

されたい.

この単元の種類と階級とを示す用語はきめられていな

い.古くは“syste加"や“group"がこれに使われた

こともあった.これに対してもっとひろく使われたの

は“SequenCe"という用語である･最近になって

“synthem"“interthem"および“mesothem"という

用語カミ提案された.

2)用語“sequence"

不整合で境された単元に対して“SequenCe"を使うこ

とに対しては2つの大きな反対意見がある.(a)IS

SCReportNo.6,P.30およびCHANG(1975,P.1546)

によって指摘されているように“SequenCe''のように

すでによく使われている用語を特別の目的に使うこと

は望ましくない･(b)“SequenCe"はすでに特別の層

位学的単元として使われているかその意味するところ

はまちまちである.

MoORE(1933,p.54)の教科書では“sequence"が代

(｡｡｡)に対応する年代層位学的単元として使われている.

す匁わちこれは年代層位学的体系における系(SySt｡㎜)

のすぐ上の単元で現在では一般にerathemと呼ばれ

ている.

WELLER(1960,p.418,449)もsequenceを同じ意味

で使っている.

後年MO0RE(1958,P.61,63,80-84)は彼の教科

書の第2版でグランド･キャニオンおよびカナダ層状

地の先カンブリア紀の岩石の記載に“SequenCe"およ

び“subsequence"を使っている.彼は上記文献の

p.61の脚註で先カンブリア系についても多くの地質

学者によってSyStemという用語が使われているがそ

れ等を他の地域の先カンブリア系の区分と確信をもって

対比することはできないので顕生累代のSyStemSに

代るものとしてSequenCeを使うことにしたいと述べ

ている.同様の理由から彼はSequenCeの細分とし

て“sub-sequence"という用語を提案している.この�
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ノ･イブンは普通名詞のsubsequenceとの混乱を避ける

ために使われる.

SL0ss,KRUMBEIN,および協同研究者達はまった

く別の意味で“SequenCe"を使っている･しかし彼

等はこの用語を必ずしも同じ意味で使っていない.最

初SL0ss,KRUMBEIN,andDAPPLEs(1949,P.109-

111)は明瞭な層準によって他から区別される地層群から

狂る“operationa1mits"としてsequenceを使った.

ここにいう層準(h｡｡ig.n｡)は岩相および化石群集にみ

られる“breaks"(断絶)によって遠隔の地まで追跡･

対比されるもので不連続の上にみられる海進堆積物は

分布および岩相において連続性をもつという･さらに

彼等はsequenceを累層(fomations)および層灘(groups)

の集ったものからなる岩石単元と考えるべきであるとし

ている･同じ論文で彼等カミ層位学的不連続を伴う側

方に連続性のある岩石層位学的単元としてこの単元を

使うことを強調しているようなところもある.

2年後KRUMBEINandSL0ssはその“Stratigraphy

andSedimentation"(1951,P.380-381)でsequenceを欠

きた造構輪廻の岩石に残された記録"として定義し地

史上の最大のリズムで普通長さが地質学的時間の単一

の記を超えると述べている.このSequenCeは北ア

メリカ･クラトンの全域にわたって初期の岩石上に不整

合に横たわる基底の岩石単元である.上記の著書で

KRUMBEINandSL0ssはsequenceは上･下を不整

合で境された層位学的単元であるとはとくに述べて

いない.

SL0ss(1963,P.93-94)臣まstratigraphicsequenceは

group,megagroup,やsupergroupより高い階級の岩

石層位学的単元で一大陸のほぼ全域にわたって追跡さ

れ地域間にまたカミる不整合によって挾まれていると述

べている.しかし彼は不整合で境された“SequenCeS"

を誤って岩石層位学的単元と考えた･

KRUMBEINandSL0ssは上記の著書の第2版(1963,

p.34-35)の中でsequencesの定義を与えているがなお

それを岩石層位学的単元と考えていた一彼等は北ア

メリカの内陸部のように共通の造構吏と沈積吏をもっ

たところでは広域にわたって追跡される重要な地域間

にまたがる不整合カミ岩石層位の上に印づけられている

と述べている･このような不整合によって境された層

群や累層群より大き在地層塊カミSequenCeと呼ばれる

(SL0ss,KRUMBEIN,andDAPPLEs,1949;SL0ssによる

修正1963)

WHEELER(1958.1959a,1959b,1960.1963)は“seque-

nCe"を厳密に不整合で境された単元の意味で使い層群

累層および部属とは別の分類階級組織またはカテゴリ

ｰのものと明瞭に認識していた.

“SequenCe"をこれとは少し異った意味で使っている

学者もある.たとえばSILBERLINGandR0BERTs

(1962,p.6-7)は採択された細分(s.qu.nc｡)は上

下のSequenCeSから不整合によって区別される“Seque-

nCeS"と名づけられる大きな階級よりなる岩質上から

も地理的にも不連続な単元であると述べている.

量近yAIL,MITcHUMおよび協同研究者達は“se-

quenCe"という用語をそのほかの意味で使っている･

MITcHUM,VAIL,andTH0MPs0N(1977,P.53)は

depositionalsequenceは比較的整合的に連続して堆積

した成因的に関連のある地層群でその頂部および基底

部は不整合またはそれ等に対比される整合をもって境

されていると述べている.

この彼等の新しい意味ではsequenceはSL0ss(1963)

やKRUMBEINandSL0ss(1963)のいうよう在高い

階級の岩石層位学的単元ではない.しかし彼等は

SequenCeを上に述べたように定義したことによって

不整合が消失する正確放レベルを決定しそれを連続層

序の中に追跡してSequenCeの境界とするというきわ

めて主観的な要素をその定義にもち込んだ.これは

同年代の層準の追跡にほかならずこの点で彼等のSe-

quenCeは年代層位学的単元でもある･すなわち彼

等のSequenCeは一面では不整合で境された単元であり

また他面では年代層位学的単元でもある.MITcHUM,

VAIL,andTH0MPs0N(1977,p.55)はsequenceは不整

合で境された単元以上のものであると述べている.

3)不整合で境された単元に使われた他の名称

WHEELER(1959a,p.1977)は“constratation"という

用語を提案した.またWANGHUNG(1966)は“sys-

tem-group"という用語を提議しているようであるが

彼は明らかにこれをもっとも高い階級の岩石層位学的単

元と考えている.

1973年CHANG教授が不整合で境された単元に層位

学的用語が必要なことについてISSCの注意を喚起した

時彼はこれを暫定的に“syngroup"と呼ぶことを提案

した.彼はまた地変間にはさまれた単元(inte･di･st･一

〇phicmits)であることをはっきりさせるには“syngr-

oup"よりも“unconfomity=boundedunit"を操択す

べきことを述べている.

不整合で境された単元に新しい用語を与えようとする

最初の試みはISSCCircu1arNo.45と46の申でHED-

BERGによってなされた.CircularNo.45(1973)で

彼は不整合で境された単元は岩石層位学的単元でも�
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また年代層位学的単元でもないと述べている･われ

われがこの単元に名称を与えようとするならぱ“the

depositof"を意味する“the㎜e"ま走は“them"とい

うギリシャ語の語幹“between"または“inthemiddle

Of"を意味するラテン語の“inter"またはギリシャ語の

“㎜eso"および“gap"を意味する“hiatus"を使うべ

きであろうともいっている.これ等から“mesohia-

tothem"または“interhiatothem"の2つができる.

これ等を短くしたのが“mesothem"または“interthem"

である.そのほか2つの中絶または不整合の間の連

続性を強調し“contimum"または“contimothem"

を使うこともできるであろう.

Circu1arNo.46(1974)でHEDBERGは(adePosit

tog･the･)を意味する用語“synthem"を看過していた

と述べている.彼によればこれはこの種類の単元に

関する用語である･彼はまた彼とCHANG教授は

“synthe㎜"がもっともよい用語であるという点で一致

していると付言している･ISSCの他の構成員によ

って提案された用語には(ad･p･･itth･ough)を意味

する“diathem"(MARTINss0N)“megacyclothem"

(FAIRBRIDG亘)“super-9roup"(T0RIYAM1A,WAT附

H0UsE)“Interhiata1units"(且ENNINGsM0EN)“stru-

ctura1stages"(ST0cKLIN)“tectonotheme"(WAGNER)

および“mesoso血e"と“intersom"(HEDBERG,CHANG,

1975,p.1546による)かある.

不整合で境された単元に対する名称を最初に提案した

のはCHANG(1975)である.彼の提案したところによ

れぱ大きた地域または地域間にまたカミる不整合に

よって境された大きな単元カミSynt11emでありまた

ロｰカルないし地域的荏非整合によって境された小さな

単元がinterthemである.

CHANG(1975)の論文では次の4点が挙げられている.

(1)不整合で境された単元は層位学的単元の中ではっきり

したカテゴリｰを占める

(2)それ等は公式の層位学的単元に格上げされるべきである

(3)“sequenCe"という語カミ不整合で境された単元の意味

で使われているか“stratigraphicξeccession"という

一般的な意味と紛らわしい

(4)用語“synthem"(synはギリシャ語でtogetherを意

味しまたthemはギリシャ語でthedepositionofを

意味する)が大きな不整合で境された広い地域または地

域間にまたがる単元としてここに提案される

RAMsB0TT0M(1977,P.282)は“interthem"より“me-

sothem"を使いたいとしている.彼によれば“inte-

rthem"は実際betweenよりもむしろ幾分withinの意

味カミあるのに“interthem"には幾分“betweenthems'

の臭いがある.また彼は大きなsynthe血sと小さな

｡yc1othemとの間の階級の術語としてHEDBERG(1973)

によって提案された“mesothem"を代りに使いたいと

している.彼によればHEDBERGは“mesothem"

を大きなsynthemsと小さた｡yc1othe血sとの間の階級

の層位学的単元として定義しておりその中には不連続

を含まない｡それは大きさではstage,substage,ま

たは｡hronOzoneに当るカミ通常の年代層位学的単元と

は別ものである.RAMsB0TT0M1はもっとも小さい不

整合で境された単元は｡yc1othemsとして知られると付

言している.かくしてこの単元はsynthems,mesoth-

e血sおよび｡yc1othemsの3つの階級からなる分類段階

を構成する｡

後年RAMsBOTT0M(1978,p.307)はmesothemを

時間の意味を含む層位学的単元でありshe1f地区にお

いて上下を不整合によって境された大きな堆積輪廻によ

って構成されると定義している.SAUNDERs,RAMsB-

0TT0M,andMANGER(1971,p.293)も同様荏定義を与

えbasinsuccessionsにおいては｡hronozonesの基底

によって定義される時間によって境されたinterva1sで

あるカミshelf地区では不整合によって境されると述

べている.

参考までに述べておくとRAMsB0TT0M(1978)カミ後

のmesothe㎜iccyc1esの模式的なものとして挙げている

のは北イングランドから北フランスにかけて分布する

Namurianに検出された11輪廻であり各mesothem

は数個の｡yc1othemsを含むという｡そして英国の

石炭系は先石炭系に大部分不整合をもって重なり二畳

系に不整合に被われていて不整合で挾まれた単元の最

大の階級での1つのsynthemをなしているという.

以上に述べたことからsynthemやmesothemすなわ

ちC趾NG(1975)の常識的な規模カミわかるであろう.

RAMsBOTT0Mの単元はCHANG(1975)によって定

義されたものに相当するものではなくMITC亘UM,VA-

ILandTHOMPs0N(1977)のものに似ている.すなわ

ち一面では不整合で境された単元であるが他面では

年代層位学的単元でもある.

“AGuidetoStratigraphicProcedure"(H0LLANDet

a1.,1978,P.15)では“synthem"“mesothem"および

“cyc1othem"がRAMsB0TTOMの意味で使われている.

またこの申ではmesothemsは地域ごとの階(ミt.g｡｡)

と同様に国際的に同意の得られた年代層位学的尺度に

関連した区分であると考えられるとも記述されている.

3.8不整合で境さ机た単元の分類階級組織

CHANG(1975)はこの単元に次の2階級を設けること�
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を提案した.すなわち広範囲を包含するものがSyn-

themでありまた小さい方の階級がinterthemである.

そして彼は必要カミあれば接頭辞“super"および

“sub"をこれ等につけて中間的な単元を作ればよい

とも提案している.

彼の定義によればsynthe㎜の境界となる不整合は

広域または地域間にまたがり厚さおよび代表する時間

は1つ以上の系に相当する･またinterthe血はロｰ

カルないし地域内の不整合によって境され暗ないし続

の大きさに比べられる.

RAMsB0TTOM(1977)およびH0LLANDeta1.(1978)

は第3の階級として｡yc1othe血を加えるとともに

“interthem"の代りに“mesothem"を使う方がよい

とした.

Cyc王｡themより大きなサイクリックな単元は“mega-

cycIothem"(Mo0RE,1936)と呼ばれる.Megacyc1o-

themより大きなまたは数個のmegacyc1othemsを含

む単元としては“hypercyc1othem"(WELLER,1958)

および“magnacyc10them"(M服RIAM,1963)という用

語が提案されている.

3.9摘要と緒論

文献とくに過去10ないし15年間のそれから不整合

で境された単元が役に立つ層位学的単元であることは

明らかである･それ故それ等を認識し公式のもの

としまた分類と区分の適当な体系を与える必要カミある･

不整合で境された単元は必要があって役に立つ時に

のみ使われる.造山運動吏造陸輪廻海水準変化の

段階のような地質発達史のある様相を表現するにはこ

の単元は他の単元より向いている･

この単元は安定たクラトン地区でとくに有効である.

しかしこれは不安定な地区でこの単元が役に立たない

ことを意味し荏い.層状地の場合と同様に地向斜地

区においてもこの単元が使われた多くの例がある.し

かし多くの場合それ等は岩石層位学的造構層位学

的(t･･t･nost･･tig･･phic)または年代層位学的単元と

考えられており不整合で境された単元であることが認

識されていない.

3･10未解決の問題

ISGの改訂版にとり入れられるべき不整合で境され

た単元に関する新しい章の基礎を築くにはISSCの構

成員からの本単元に係わる一般的な問題に関する意見

と提案が待たれるカミとくに望まれるのは次の諸点に

関するものである.

(1)不整合で境された単元を設定しかつ認定するこ

とを判断するのに必要な基準は何であろうか

(2)この単元に好ましいのはどんな分類階級組織か

ごの単元のもっとも高い階級を“synthem"とするこ

とについては現在大体異論は扱いが低い階級の単元

の術語については異論もある.“mesothe血"の接

頭辞“meso"はbetweenよりもむしろmidd1eに似た

響きをもってるからC亘ANG(1975)はこれに代るもの

として“interthem"という術語を提案した.RAMs-

B0TT0M(1977)は“interthem"が“betweenthems"

でもあるところからbetweenよりもむしろwithinで

もある“mesothem"を支持した.

ISSCの議長SALvAD0Rの個人的な見解によれば

interthe㎝とmesOthemとのちがいはそれほど大きく

狂い.す恋わちラテン語の“inter"とギリシャ語の

“meso"は本質的には同じ意味で英語でいえばbe-

��測�潮本����整睥����浩�琬

within,inthemidd1e,intermediateinpositionに

当る.

以上の語原学上のことのほかにこの2つの用語につ

いては次の2点が考慮されなければならない.

i)“interthem"は“㎜esothe㎜"より先に出版･公表さ

れている

ii)RAMsB0TTOM(!977)によって最初に定義され次い

で多くの学者(H0LLANDeta1･,1978およびSAUND･

ERSeta1.,1979)によって使われた“㎜esothem"は

境となる不連続と年代層位学的基準の双方の上に立っ

て設定されかつ区別された層位学的単元である･し

たがって“㎜esothem"を不整合で境された単元として

使うとするならばそれは再定義されるべきであろう･

(3)“cyc1othem"(およびそのグルｰプに入る“me9出

｡yc1othem",“hypercyc1othem",および“magnacyc1othe狐"

である)をもっとも低い階級の不整合で境された単元と

して使うべきであろうか.最初WELLER(inWANLEss

andWELLER,1932)によって提案されとくにKansas

および隣接州におけるPemsy1vanianの輪廻性堆積物

に対して多くの学者によって使われた“cyc1othems"は

車1の堆積輪廻の間に沈積したbedsからなり一般に

上･下の｡yc1othemsとは層位学的不連続によって区別

されるものとして記載しかつ定義された｡

(4)不整合で境された単元の分類階級組織を構成す

るいろいろ校用語に付加的溶階級が必要荏場合に

“super"および“sub"という接頭辞を使うことを許す

必要があるかどうか.

(5)不整合で境される単元の分類階級組織の申の各種

の階級を設定するにはどん匁アプロｰチをすべきであ

ろうか.それは構造上の斜交性または境となる不連続�
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カミ代表する時間のギャップであろうか.

4あとがき

不整合で境された単元に関するISSCの最終決定は

やがてISGの1軍として出版･公表されるであろう.

しかしそれはいわばエッセンスであってISGの第1

版の例からみてもそこに至るまでの歴史的経過の大部

分はそれには含まれないだろう.しかしわれわれ

に本当に参考となるのは本稿に紹介したようなCirCu-

1arの内容である.今後とも必要に応じてこのよう一な

紹介を続けたい.
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